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第2回検討会の議論の振返り

本検討会の
アウトプット
について

 ツールについて、直接経営者がみる状況（伴⾛者がいない等）も考えると、⾃社もこの状況（課題
等）にあるということを客観的に認識してもらえるようにすることが重要ではないか。

 経営者⾃⾝の認識や⽀援者の能⼒が異なる等、個別性に対応するツールの作成は難しいのではない
か。⼈⼿不⾜と思っている経営者に、実は経営課題にその原因があることに気づいていただきたい。若
⼿の離職等が採⽤の問題だと思っているような企業に、課題の根が⾃社の評価や組織⽂化だったりする、
ということに気づけるようなチェックシートをイメージしている。

 ⾃社はどの課題にあてはまるか、という課題特定のプロセスについてもどうしたらよいか考える必要がある。

 表向きで経営者が感じている資⾦繰り、販路開拓等の経営の課題の裏に何があり、⼈材戦略がどう結
びついている可能性があるかを何らかの形で整理しないと、⽀援者が企業を辿り着かせることができない
のではないか。

 ⼈材戦略の策定の意義をいかに中⼩企業の社⻑にわかってもらうか。⼤事なことはストーリーであり、
経営者の思考パターンを理解しながら対話していけるものにすることが重要ではないか。経営戦略のなか
で⼈材戦略をコアとして位置づけることの意識づけが重要ではないか。

 顕在化した問いや悩み（⼈⼿不⾜、デジタル化、資⾦繰りなど）に対して、⼈材系の要素にブレイクダ
ウンしていく、紐づけていく（課題が内在する可能性がある）ツリーのようなものが考えられるのではない
か。

⼈材戦略の実践のためのツール（経営者とのコミュニケーション）の⽅向性として、
経営者が⽀援者とともに⼈材以外も含めた「顕在化課題」から「⼈材に関する本質的課題」を特定する

ための仕様として、検討を進めていく（第３回においてツールのイメージを討議・決定予定）。


